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議題２ 小松島市地域公共交通計画で位置づけた施策について



資料① 

- 2 - 

小松島市地域公共交通計画体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 課題解決に向けた方向性 小松島市の公共交通の課題 目標 施策 

１社会の変化、将来を

見据えた持続可能な

公共交通 

２多様な移動手段によ

り、都市機能がコン

パクトに集約された

まちづくりに資する

公共交通 

３当事者意識を醸成

し、みんなで維持し

ていく公共交通 

１  市民の移動ニー

ズに対応した交通

モードの再構築 

２  利用案内の充実

と利用促進 

３  誰もが使いやす

い設備の充実 

４  交通結節点の充

実とつなぐ仕組み

の構築 

５  多様な交通手段

の連携 

６  住民による自発

的な利用促進 

①路線バスの再編 

③タクシーの空白時間帯や潜在

需要への対応 

④バス停表示の改善 

⑤わかりやすい時刻表・バスマ

ップ等の案内強化 

⑥ＩＣＴの活用等による情報提

供の見える化 

⑦バス利用環境のバリアフリー

化の推進 

⑧バス利用環境、安全対策 

⑨幹線系統・フィーダー系統の

効率化と乗り継ぎ利便性向上 

⑩新しい交通モード（自家用有

償旅客運送等）の導入 

⑪自家用車・自転車等との連携 

⑫高速道路延伸を利用した新た

な公共交通網 

(1)現状に基づく課題 
①人口減少下の鉄道や路線バス等、市

民の移動手段を確保 

②高齢化が進む中、新たな移動手段の

確保 

③移動ニーズに対する的確なサービス 

④新型コロナウイルスの感染拡大の影

響からの回復 

⑤鉄道とバスの乗継改善と乗り継いだ

有効利用の促進 

⑥サービス水準の向上と利便性 PR に

よる潜在需要への対応 

(2)市民アンケートにみる課題 
①情報提供・乗り継ぎ容易さ等の取組

みの理解向上と利用促進 

②利用ニーズとの不適合 

③公共交通の利用環境 

④自転車利用者の利便向上 

⑤公共交通の必要性への意識の高さ

（維持・充実へのニーズ） 

⑥新たな交通モードへの利用意向の期

待 

(3)市政の現状からの課題 
①「集約・連携型都市構造」を目指す交

通ネットワーク連携 

②低炭素まちづくり推進に貢献する持

続可能な公共交通ネットワーク形成 

③多様な交通手段で移動できる、歩い

て暮らせるまちづくり 

④観光客の方などでも分かりやすく利

用しやすい公共交通サービスの提供 

⑤小松島市を先頭に、関係者・住民の協

働と当事者意識醸成 

●地域内交通ネットワークの維

持充実 

●並行、重複路線の解消 

●新たな交通モードの導入 

●潜在需要への対応と利用促進 

●潜在需要への対応と新たな需

要の創出 

●鉄道駅等を中心とした乗り継

ぎネットワークの利便性向上 

●つなぐ仕組みの構築 

●利用者の多様性に配慮した利

用環境整備 

●新たな交通モードの導入 

●潜在需要への対応と新たな需

要の創出 

●公共交通全体としての利便性

向上 

●当事者意識の醸成と利用促進 

●利用者の多様性に配慮した利

用環境整備 

●地域内交通ネットワークの維

持充実 

●利用者の多様性に配慮した利

用環境整備 

●地域で支える意識の醸成 

②新しい交通モードの導入 

【
将
来
像
】
み
ん
な
で
つ
く
り
、
み
ん
な
で
使
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「
ま
ち
」「
ひ
と
」
を
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
小
松
島
市
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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⑬当事者意識醸成と利用促進運

動の展開 
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目標を達成するために行う施策 

 

 

 

 

  

目標 施策 令和 5年度中の取組 

1．市民の移動ニーズ

に対応した交通モー

ドの再構築 

①路線バスの再編 

【議題３】 

令和 5年 10月 1日に向けた路線再編

及びダイヤの変更 

②新しい交通モードの導入 

【議題４】 

令和 5 年度中のデマンド交通の実証

実験 

③タクシーの空白時間帯や潜

在需要への対応 

令和 5 年 4 月 1 日から営業区域を見

直しており、次年度以降継続するかの

検討 

2．利用案内の充実と

利用促進 

④バス停の表示の改善 

路線の再編に伴い、バス停名を実態に

沿うように修正 

スマートバス停の追加検討 

⑤わかりやすい時刻表・バスマ

ップ等の案内強化 

路線の再編に伴う「小松島市公共交通

MAP」の改訂 

⑥ＩＣＴの活用などによる情

報提供の見える化 

広報「こまつしま」及び市ホームペー

ジによる継続的な利用促進の周知 

3．誰もが使いやすい

設備の充実 

⑦バス利用環境のバリアフリ

ー化の推進 
停留所周辺の段差や路面状態の確認 

⑧バス利用環境、安全対策 危険バス停の解消 

4．交通結節点の充実

とつなぐ仕組みの構

築 

⑥ＩＣＴの活用などによる情

報提供の見える化【再掲】 
施策⑥を参照 

⑨幹線系統・フィーダー系統の

効率化と乗り継ぎ利便性向上 
南小松島駅前トイレの設計 

5．多様な交通手段の

連携 

⑩新しい交通モード（自家用有

償旅客運送等）の導入 

施策②を参照 

自家用有償については制度の情報収

集と可能性の模索 

⑪自家用車・自転車等との連携 
路線変更に伴うパークアンドライド

の検討 

⑫高速道路延伸を利用した新

たな公共交通網 

四国横断自動車道の整備進捗につい

て、担当課との情報共有と、開通を見

越した将来的な検討 

6．住民による自発的

な利用促進 

⑬当事者意識醸成と利用促進

運動の展開 

バスの乗り方教室など、次年度以降の

活動方針の検討 
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【参考】 評価スケジュールと評価項目 

目標 施策 評価の項目 指標数値 

1.市民の移動ニ

ーズに対応した

交通モードの再

構築 

①路線バスの再編 

○住民等の公共交通の利用

者数 

○公的資金が投入されてい

る公共交通事業の収支 

○公共交通への公的資金投

入額 

○公共交通空白地域の解消

数 

○利用者数  

平日：341 人/日（令和３年度） 

    →470 人/日（令和９年度） 

休日：213 人/日（令和３年度） 

    →380 人/日（令和９年度） 

（コロナ前の令和元年度の利

用者数を将来人口の減少率よ

り想定） 

 ※協定路線＋新しい交通モード 

○小松島市の財政負担額(収支額) 

  76,260 千円（令和３年度） 

※協定路線運行経費補助 

→76,260 千円（令和９年度） 

※協定路線+新しい交通モードの運行

経費補助 

○公共交通空白地域の箇所数 

  ４箇所（令和３年度） 

→０箇所（令和９年度） 

②新しい交通モー

ドの導入 

③タクシーの空白

時間帯や潜在需

要への対応 

2.利用案内の充

実 

④バス停の表示の

改善 

○スマートバス停設置数 
１箇所（令和３年度） 

→３箇所（令和９年度） 

⑤わかりやすい時

刻表・バスマッ

プ発行と案内強

化 

⑥ＩＣＴの活用な

どによる情報提

供の充実 

3.誰もが使いや

すい設備の充実 

⑦バス利用環境の

バリアフリー化

の推進 ○バリアフリー車両導入率 

○危険バス停解消箇所数 

○バリアフリー車両導入率 

  100％（令和３年度） 

→100％を維持（令和９年度） 

○危険バス停の箇所数 

  ２箇所（令和３年度） 

→０箇所（令和９年度） 

⑧バス利用環境、

安全対策 

4.交通結節点の

充実とつなぐ仕

組みの構築 

⑥ＩＣＴの活用な

どによる情報提

供の充実 

目標「2.利用案内の充実と利用促進」欄 参照 

⑨幹線系統・フィ

ーダー系統の効

率化と乗り継ぎ

利便性の向上 

○接続するフィーダー系統

との平均待ち時間 

18.6 分（令和３年度） 

※南小松島駅の JR・幹線路線⇔ 

協定路線の平日７・８時台の上下 

平均待ち時間 

→12 分（令和９年度） 

5.多様な交通手

段の連携 

⑩新しい交通モー

ド（自家用有償

旅客運送等）の

導入 

○待合所の設置箇所数 
０箇所（令和３年度） 

→１箇所（令和９年度） 
⑪自家用車・自転

車等との連携 

⑫高速道路延伸を

利用した新たな

公共交通網 

 

6.住民による自

発的な利用促進 

 

⑬当事者意識醸成

と利用促進運動

の展開 

○小学校再編に向けた公共

交通乗り方教室の実施回

数 

０回/年（令和３年度） 

→８回/年（令和９年度）（市内各小学

校） 

 


